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BALL BEACH 

朝
日
町
で

誕
生
し
て
何
年
｜
。

Ill ．．．．． ボチ．．．．． ビ

回

全国ビーチボール

1 1 第

l軍i
jム

が
ド

ヨE
可ジ.... 
フー

-

日
都
府
県
関
市
区
町
村
か
ら

競技大会

3
5
0
チ
i
ム

2
1
0
0
人
が
参
加

［川
一
一
べ
ば
い
一

U

制
を
－
一
戦
ね
る
こ
と
日
川
。
1入

壬ド

J
U
全
問
ビ
ー
チ
ボ
ー
ル
競
伎
大
会
が

ビ
ー
チ
ポ
ー
ル
誕
午
の
地
「朝
け
町
」

で
附
似
さ
れ
ま
し
た
。

今
大
会
に
は
印
刷
仰
附
川
県
ω仰
心
以
川

村
か
ら
過
トト
山
川
刷
多
の

3
5
0
チ
｜

}Jllム

9 約
} J 2 
I 0 1 

I 1、 O。
人
グ〉

Ji長
T-
カず

毛主

11 
II 
グヲ

l付
｜｜ 

のハ
H
弘
に
完
成
し
た
判
口
町
文
化
体
行

セ
ン
タ
ー
「
サ
ン
リ

l
ナ
」
を
メ
イ
ン

会
場
に
熱
戦
を
繰
り
出
げ
ま
し
た
。

ビ
ー
チ
ボ
ー
ル
の
競
技
人

n
の
急

増
に
と
も
な

っ
て、

終
チ

l
ム
の
技

術－
vU

苦
し
く
ア
ソ
ブ
。

第

9
川
大
人
ム

に
続
い

て
、
山
也
4

．L山
川

1
げ
1
A
J
・Z
Mて
立

I
j
t↑yi
H
S〉
，

L
Au
i
r

こ
弘
、

ヲ

j
、

’h
生中
4
n
i

山
外
で
は
い
米
以
都
文
ぶ

似
の
小
．h
川
ク
ラ
ブ
（

－

K
f
m
段
以

が
3
皮
け
の
川
政
勝
を
来
た
し
ま

し
た
。

今
大
会
か
ら
切

f
日
歳
以

上
の
部
も
新
設
。
今
ま
で
以
卜
に
一
帖

J

仏
い
午
代
の
人
た
ち
が
ビ

l
チ
ボ
ー

ル
を
通
し
て
友
好
と
ふ
れ
あ
い
の
輪

を
広
げ
ま
し
た
。

ま
た
、

ビ
ー
チ
ボ

l
ル
競
技
が
判
日
川
で

F
J
復
さ
れ
て
凶
作
。
判
け
の
れ
と
と

も

ノI'・
/{ 

全
凶
作
地
へ
仏
が
り

を
見
せ
て
い
ま
す
。

山

f
v
同
級
以
上
①
博
労
ピ
ー
チ
ポ

ー
ル
ク
ラ
ブ
（
尚
岡
市）
②
腎
紺
（
朝

日
町
）

③
チ
ャ
ン
プ
イ
ン
タ
ー
ナ
シ

ョ
ナ
ル
（
小
矢
部
市
）
、
加
椋
（
魚
津

市）

v
m歳
以
よ
①
西
広
谷
ビ
ー
チ

ボ
l
ル
ク
ラ
ブ
（
古
川
同
市
）
②
L

小
山

（
魚
沖
市
）

③
般
新
オ
ー
ル
ス
タ
ー

ズ
（
砺
桜
山
）
、
京

B
H
C
（
氷
見

山）

V
刊
必
以
卜
①
ね
ニ
ま
ん
ま
（
小

矢
却
巾
｝

②
加
納
（
魚
川
山
）

③
片

岐
コ
シ
ヒ
カ
リ
（
斤
波
町
）
、
伏
i
小

ク
ラ
ブ
（
ぃ
品
同
山
）

v
m歳
以
卜
①

・
本
江
（
魚
津
市
）
②

い
い
ち
こ
A
（朝

日
川
｝

③
十
二
町
お
に
ば
す
（
氷
光

市）
、
福
光
水
眼
ク
ラ
ブ
（
福
光
町
｝

久
子
V
U
歳
以
上
①
中
の
品
ト
ウ

ェ

ン
テ
ィ
（
作
川
町
）

②

ヤ
ン
グ
ス
マ

イ
ル
（
判
け
町
）

③
リ
ベ
ラ
ル
（
大

品
川
）
、
内
向
レ
イ
ン
ボ
ー
（
．品
川

山）

v
m政
以
上
①
ぃ
日
小
坂
レ
テ
ィ
ー

ス
（
作
川
町
）
②

レ
イ
ン
ボ
ー
川
（
川

野
町
）

③

フ
ァ
イ
ヤ

i
レ
デ

ィ
ー
ス

（
福
肝
町
て
あ
す
な
ろ
倶
米
部
（
小

矢
部
市
）

V
刊
歳
以
！
①
峨
端
い
い

と
ら
（
城
端
町
）
②
B
V
ク
イ
ー
ン

ズ
（
井
波
町
）

＠
に
な
が
わ
（
宮
山

山
）
、
レ
デ

ィ
ー
ス
粁
（
霊
知
県
蟹

江
町
）

v
m
段
以
十
①
小
引
川
ク
ラ

ブ
｛
点
以
都
文
以
似
）

②
林
似
楽
部

（
耐
池
山
）

③
大
家
作
ス

マ
イ
ル
（
州

日
町
）
制
川
巾
ビ
！
チ
ボ
ー
ル
ク
ラ

フ

ロ
川
山
小）

、
｝ 

... 
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陸軍轟彊型~軍~ti

．全国大会へ参加した市区町村

（第 i回大会－l:ftll回大会）
滋ト；t山県33市町村を~f.< 

公認ポール販売先都道府県
（平成4年度・5年度実績）

N 

ん

一
寸」

－e
由岨
一一

実

叫

園町
一

秀

聡
一

回

一坦

植

「

友
好
都
市
ガ
き
っ
か
け

昭
和
日
午
に
朝
日
町
と
友
好
都
市

に
な
っ
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
、
釜

石
市
は
第
2
凶
大
会
か
ら
参
加
し
て

い
ま
す
。
市
で
は
年
に

1
回
、
山
石
手

間
以
で
ら
昨
年
か
ら
県
の
親
み
門大
会
が

辺
都
道
府
県
（
川
市
区
町
村
）
が

ビ
ー
チ
ボ
ー
ル
が
各
地
に
普
及
す
る
に
と
も
な
い
、
全
国
大
会

へ
の

参
加
チ

l
ム
も
年
々
増
え
て
き
て
い
ま
す
。
第

1
回
大
会
（
昭
和
日
年
）

か
ら
今
年
の
第
日
回
大
会
に
至
る
ま
で
、
全
田
辺
都
道
附
県

1
0
2
市
区
町
村

の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
各
地
で
県
大
会
や
市
区
町
村
大
会
を
聞
く
と
こ
ろ
も

明
え
て
い
る
よ
う
で
す
。
ビ
ー
チ
ボ
ー
ル
は
、
ま
さ
に

n
い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
、

も
H

が
楽
し
め
る
み
ん
な
の
ス
ポ
ー
ツ
。
さ
ら
な
る
広
が
り
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

だれマ志

楽しい

ド叩
全

国

大

マち

ビーチボールは

ん

一一

さ

歳
一

g
応

一市

a
n
「

一嗣一県↑山一冨

白
日ヨ

・圃・・
‘・・

山

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
巴
も
一
役

2
位
向
の
山
場
で
チ

l
ム
が
初
優

勝
。
県
内
で
も
布
数
の
激
戦
医
、
高

川
山
の
代
ぷ
に
な
っ
て
か
ら
約
2
か

け
。
刷
に

4
、

5
川
の
川
柳
川
を
制
ん

で
き
た
か
い
が
あ
り
ま
し
た
。
私
た

ち
の
チ
l
ム
は
、

l
o
o
U判
余
リ
の

地
ほ
れ
が
吋
体
。
比
較
的
打
い
メ
ン
バ

ー
も
い
る
な
ど
、
ピ
ー
チ
ポ
ー
ル
は

地
似
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
に
も
．
役

W
H
っ
て
い
ま
す
よ
。

~ ...つマち

子さん

-47歳一

石川県美川町

立
阜村野

男
子
チ
ー
ム
も
増
加

全国各地
からの

冒

チ
ー
ム
ら
雌一
九
に
明
え
て
い
ま
す
ね
。

メ
ン
バ

ー
の
人
れ
作
わ
り
が
あ
る

も
の
の
、

A
K
川
大
会
に
は
今
川
が
川

1111 
｜｜ 
グ〉

場

ピ
ー
チ
ポ
ー
ル
は
判

H
川
か
ら
伝
わ

っ
た

mと
聞
い
て
い

町
内
に
は
か
な
り
の
チ
l

ま
す
が
、

ム
が
あ
り、

昨
午
か
ら
川
町
大
会
む
聞

か
札
て
い
ま
す
。

百

ピ
ー
チ
は
ぶ
法
づ

く
り
に
も
栴
川
町
の
ス
ポ
ー
ツ
。
別
性

A
Q
玄

に

参

加

企
業
に
も
年
々
普
及

判
H
町
と
浜
市
恥
町
の
ス
ポ
ー
ツ
少

年
同
の
交
流
が
き
っ
か
け
で
ビ

l
チ

ボ
l
ル
と
川
合
い
・
ま
し
た
。

A
K
州
大

会
に
は
第
3
州
大
A
広
か
ら
辿
続
川
場。

朝
日
町
の
指
導
お
を
叩
く
な
ど
普
及

に
労
め
て
き
ま
し
た
。
昨
年
、
ビ
ー

チ
ポ

l
ル
協
会
を
ぷ
収
。
町
や
川小
の

し入
会
も
ト
昨
年
附
い
て
い
ま
す
が
、

川川

近
で
は
併
合
集
に
ら
ピ
ー
チ
ポ

l
ル

が
作
品
以
し
て
い
る
よ
う
で
す
よ
。

置
ん
一
－

A
C
品

目
叩

同に

の

町

品
骨

M
↓
服

目

一県

田

一淵

島

「

多
く
の
友
達
ガ
で
き
た

熊
本
で
は
ビ

l
チ
ポ
ー
ル
バ
レ
ー

と
い
う
ル

i
ル
も
ポ
l
ル
も
違
っ
た

5
人
制
の
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
ん
で

い

ま
す
。

h
k
同
大
会
1
か
け
出
か
ら
ビ

ー
チ
ポ

l
ル
の
糾
門
を
蛤
め
ま
す
が
、

こ
ち
ら
の
卜H
が
ハ
ー
ド
で
す
ね
。
そ

れ
で
も
A
L
川
の
符
さ
ん
と
全
う
の
が

何
よ
り
も
州
市
し
み
。
9
時
間
か
け
、

今
年
も
2
チ
l
ム
が
参
加
し
ま
し
た
。

ん

一
寸
」

さ

織

子

引

久

－

車問森

聞
か
れ
て
い
ま
す
が
、
さ
す
が
に
令

川
め
レ
ベ
ル
は
刈
い
で
す
ね
。
勉
強

に
な
る

一
ぶ、

b
h
伺
大
会
で
は
胡
川

町
の
万
々
や
多
く
の
品
刊
さ
ん
と
交
流

す
る
の
を
淡
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

だ
れ
で

様（防
興朝
公日

同 社回T
事文
務化

本 局体
長育

輝

町
活
性
化
に
も
イ
ン
パ
ク
ト

い
つ
で

も

、

だ

札

で

も
が
山
市
し
め
る
ス
ホ

l
ツ
と
し
て
、

町
の
校
訂
安
此
会
と
体
育
指
導
委
此

が
采
か
い
ポ
ー
ル
を
使

っ
た
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
を
与
宣
し
て
午
同
年

。

い
か
に
し
て
川
以
の
怖
さ
ん
に
縦

し
ん
で
も
ら
う
か
思
案
し
て
い
た
の

に
、
今
で
は
川
町
内
は
も
と
よ
り
全
州

各
地
に
務
及
し
、
ビ
ー
チ
ボ

l
ル
を

ど
こ
で
ら

楽
し
む
人
た
ち
が
急
増
し
て
い
ま
す
。

川
制
ぬ

υ初
川
年
を
機
に
蛤
ま

っ

た
ん
上
川
ビ
ー
チ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
縦
汗

交
流
大
会
J
U
、
A
h
州
ビ

l
チ
ポ

l
ル

熊本県荒馬市

東京都文京区

勝
も
し
て
い
ま
す
。
ピ
ー
チ
ポ
l
ル

持
及
の
き

っ
か
け
は

ω午
前
。
区
の

体
行
指
導
委
け
は
が
判
川
町

へ
米
て
持

ち
州
っ
た
の
が
始
ま
リ
で
す
。

A
g
で

は
区
の
辿
盟
も
で
き
、
毎
年
K
H
Kげ
仲

を
聞
い
て
い
る
ほ
か
、
各
地
で
講
習

会
な
ど
も
実
胞
。
他
県
へ
の
普
及
活

動
に
も
努
め
て
い
ま
す
。

ん

一
寸
」

さ

歳
一

一

子

引

一割
一

巴

－
一浩一

｛富

一期
一

山

一愛
一

桑

仁

大
会
運
営
巴
も
満
足

だ
れ
に
で
も
気
軽
に
で
き
る
と
い

う
の
が
ビ

l
チ
ポ
ー
ル
の
魅
力
で
す

ね
。
市
で
も
教
山
川A
K
げ
は
会
が
ビ
l
チ

ポ
l
ル
教
室
を
附
く
な
ど
、
年
々
サ

ー
ク
ル
む
柄
、
え
て
い
ま
す
。
払
も
耐

の
広
報
を
山
ハ
叫
ん
だ
の
が
き
っ
か
け
で

ビ
ー
チ
ポ

l
ル
と
山
令
い
ま
し
た。

全
岡
大
会
参
加
は
今
年
で

3
制
同
。

大
会
運
営
む
細
か
い
点
ま
で
気
配
り

が
あ
り
、
す
ば
ら
し
い
と
思
い
ま
す
。rt 

校
校
大
会
へ
と
%
弥
も
改
め
、

に
け
川
を
放
え
る
ま
で
に
な
リ
ま
し

た
。
さ
ら
に
今
年
7
川
に
は
、

ω必

以
上
の
わ
M
々
を
刈
仙
慨
に
し
た
ぷ
刺
殺

・
カ
ッ
フ
々
ビ
ー
チ
ポ
l
ル
A
K
川
大
会

ら
間
協
す
る
な
ど
、
ま
さ
に
、
だ
れ

で
む
が
れ
慨
に
で
き
る
ス
ホ
｜
ツ
と

し
て
縦
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

多
く
の
品
川
さ
ん
の
ご
協
力
に
よ
っ

て
聞
か
れ
る
ん
ト
州
大
会
は
、
今
や
川

民
あ
げ
て
の
，

卜人
イ
ベ
ン
ト
。
判
川

町
の
名
が
全
問
に
知
れ
わ
た
リ
、
町

に

J
出
力
々
と
い
う
イ
ン
パ
ク
ト
を

与
え
る
た
め
に
も
、
さ
ら
に
ビ

l
チ

ボ
l
ル
の
汗
及
に
努
め
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

す
で

ボーjv&Jレールフック
ー全菌どニへでも送ります一

ピーチボールグ〉公認ポー

ルとルールIック(j:、仰I11 111r 

文化体行保興公社から全1 1~n

地へillられています。ポー

ル！;tI例:380円、ルールブッ

クは 11111100111。qi込み・llll
{'I'せは川公社（n82-129,I)

まで。

・回



ぅ： 感
与子 動
7；を
小零
a林 漁

汗完
き二 、、
巴さ
ん

ハ今、，
・〆~
’ト

「｜
年

什

と

・H
い
ま
す
が

｛！、
カ宮

ま
れ
行

っ
た
怖
い
川
地
似
J
U
大
き
く
交
わ
り

＠~@7 
勝雪

国だ

拓？
真ま

桜
町
の
勝
田
努

・
美
知
代

さ
ん
夫
妻
の
日
男

（
平
成

5
年
3
月
四
日
生
）

＠伝記＠
島与
田だ

ま
し
た
。
愛
す
る
れ
然
が
い制
な
わ
れ
‘
か

つ
て
判
丸
な
く
蹴
っ
た
嵐
長
も
今
や
貴
重

な
比
鉢
に
な
っ
て
し
ま

っ
た
：
。
時
代
の

流
れ
と
は
い
う
も
の
の
、
や
は
り
寂
し
さ

を
感
じ
て
し
ま
い
ま
す
ね
」

万
六
の
魅
力
に
取
り
付
か
れ
て
間
十
年

余
。
小
林
さ
ん
は
科
川
の
れ
川
町
や
風
俗
、

川
水
引
を
は
じ
め
、
数
多
く
の
’
H
身
の
は
や

品川を
万
点
に
蹴
り
就
け
て
き
ま
し
た
。

今
年
の
二
川
、
料
川
小
川γ
校
が
山
校
。

よ
れ
を
械
に
、
近
く
発
川
さ
れ
る
記
念
必

の
v
h
J
六
部
長
と
し
て
も
い
収
作
川
上化
。
’打
、り

の
V
W
J

刈（
を
松
供
す
る
争

点
、
昨
年
米
、
地

い
の
山
本
々
を
一訪
ね
て
は
IH
い
万
点
を
似
集

す
る
な
ど
、
淀
川
を
川
近
に
忙
し
い

け
々

を
込

っ
て
い
ま
す
。

町
出
大
件以
や
山
川山、

－e
利
凶
の
入
社
断

ら
あ
る
な
ど
、v
h
f
れ
の
腕
υ

川
は
ま
さ
に
主

人
は
だ
し
。

「
と
に
か
く
γJ

点
が
M
き
な

ん
で
す
よ
。
こ
こ
ま
で
く
る
と
也
川
市
と
い

う
よ
り
、
’
H
分
で
も
州
れ
に
近
い
と
思
い

ま
す
ね」
。
数
多
く
の
カ

メ
ラ
、
そ
し
て

膨
大
な
は
の
ツ
氏
、
フ
ィ
ル
ム
に
同
ま
れ
、

J
V
は
い
す
れ
、

州
人
で
vu
一品（
集
を
山
す

こ
と
。
そ
の
出
に
、
こ
れ
ま
で
撮
り
だ
め

た
千
五
臼
点
の

部

を

地
い
の
文
化
祭
に

縦
ぷ
す
る
こ
と
ら
計
州
し
て
い
る
ん
で
す

よ
」
と
笑
顔
を
凡
せ
る
小
林
さ
ん
。

「写
山
パも
－
…
州

A
Z
の
情
一削介
。
カ
メ
ラ

を
通
し
て
終
生
、
感
動
を
追
い
ボ
め
、
そ

れ
を
織
り
続
け
て

い
け
れ
ば
最
高
」
と
、

や
さ
し
い
日
を
鱒
か
せ
ま
す
。

念
ゆ

ん
占

C子美

士
μ
脱…

向
水沢

治さん（76)

荒川 4丁目

協
議！

結
婚
さ
れ
た
の
は
？

吉
治

mM刊
．
卜
年
の
＼
川
で
す
。

勿

v
t
パ
ゅ
に
ぞ
、
ぃヘp
u
h
吋
自
ピ
ナ

1
2
3
t
H
i
－

J

l

J
1
y

l

 

の
削
いい糸
な
も
の
で
し
た
。

胤
…
美
子

i

ト〈
が
教
川
だ

っ
た
た
め
、

バ
を
学
げ
た
の
は
…
下
校
の
が
休
み
。

と
は
い
え
、
中
l
川
は
戦
争
の
山（

つ
け山

中
。
む
ち
ろ
ん
、
新
附
旅
行
な
ど
む

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

五
十
年
間
の
思
い
出
は
？

鼎
美
子

余
川
町
と
い

っ
て
ら
ヒ

ン
と
き
ま
せ
ん
ね
。
’l
供
の
こ

と
に
れ
を
と
ら
れ
て
い
る
う
ち

に
年
け
が
抗

っ
た
と
い
う
感
じ

で
す
。
そ
う
い
え
ば
、
ト
ぃ
〈
師
で

旅
行
し
た
覚
、
え
む
な
い
で
す
ね
。

吉

治

弘

ら
紡
川
町
午
前
よ
リ
も

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
紋
以
午
治

め
思
い
山
め
4

々
が
多
い
で
す
ね
。

今
と
述
い
、
牝
H

の
教
由
行
は
厳
し

い
も
の
で
し
た
。
引払
JLU

打
い
こ

森野愛子さん（21歳・清水田T)

一一北陸銀行黒部支店 一一

ズ

：麗
‘メンバー包サボーター募集中：
皆さん、いかがお過ごしで ；あって毎週／ドllMと金曜の夜、

しょうか。紅、たちが 「キャン ：；山高校のグランドに集ま って

ディーズ」です。 ：来しくおU1'1しています。サヅ

私たちのチーム L~ 、 2 !rf.1ili；ヵーのりきな入、やる気のあ
に結成されました。しかし、 jる人なら大歓迎です。気軽に
メンバーがなかなか集まらず、 ：遊びに米てください。

今でも人イ＼｝＿［に •liii まされてい ： また、！必躍してくれる久の

ます。 ~ r b .k募集。人数には会〈似
年齢！”は22、231訟が，，，心の ：りがありませんので、友述を

とてもれーいチームです。今年 ：誘ってどしどし進びに来てく

のがから始まったリーグ戦で ；ださt、。主お、｜’10号、他薦｛ま

は、｛全勝候補とJわれながら ；間L、ません。

も良い！ぷ*1'1を伐すことができ ： 最後になリましたが、これ

ず、マネージャーが愛想をぷ； からも？？さんに愛されるチー

かしよーっていってしまうあリ ：ムになるよう、がんばってい

きたいと思っています。どう

ぞ「キャンディーズ」をよろ

しくお時a~ 、します。

以トをもって、チーム利介

キャンデイ

ポ三勢

の

＋

ヲ

ル

』

で

こ

ま

き

。
ノ

／

＼

H
J
恥
川

ズ

続

あ

大

タ

が

は

一

ズ

々

で

カ

i

l

ち

γ

ム

ソ

た

サ

一

（

。
私

が

チ

う

す

な

u
H

。
好

で

ん

九

七

ま

み

ろ

そ

さ

飲

ご

が

S

a

a
－－
a

’・
a
－
－

a
t
、

cm 

‘ソ

70 ろ
は
、
ス
パ
ル
タ
式
の
教
育
を
し
た

ら
の
で
す
よ
。
ま
た
．
長
い
川
、
町

の
村
人
会
コ
ー
ラ
ス
郊
の
指
導
を
し

た
こ
と
し
犯
の
人
性
の
良
さ
思
い
山

で
す
ね
。

お
二
人
の
今
後
の
一
歩
は
？

吉
治
ト
ド
〈
い
仰
げ
ん
か
を
し
た
覚
え
が

な
い
と
い
う
よ
と
は
、
以
い
に
．小
ヂ

が
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
か
ね
。
ょ

の
光
J
U
、
．
人
で
淡
々
と
し
た
人ル
ー

を
込
り
た
い
と
刷

っ
て
い
ま
す
。

照
美
子
へ
f

の
洲
本
し
み
は
、
仁
川
け

の

削
什
引
。
明
み
は
・
ド
八
い
州
そ
ろ

リ
て
、

丈
トド
〈
で
長
生
き
す
る
、｝
と
で
す
。

朝
固
め
魅
力
を

P
R

「
ミ
ス
あ
さ
ひ

・
ヒ
ス

イ
コ
ン
テ
ス
ト
」
で
、
ミ
ス
あ
さ
ひ

に
選
ば
れ
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら

午
、

川
の
魅
力
を
た
く
さ
ん
の
々
々

に
川

っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、

ケ
州
懸
命

が
ん
ば
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

よ
ろ
し
く
お
刷
い

い
た
し
ま
す
。

今
年
、

村
会
人
に
な

っ
た
ば
か
り
。

職
坊
で
は
融
資
の
窓
口
を
州
中
ー
し
て

い
ま
す
。
少
し
ず
つ
慣
れ
て
は
き
た

も
の
の
、
旬
日
が
勉
強
の
述
続
。
大

交
で
す
が
、
や
リ
が
い
の
あ
る
社
引

だ
と
思

っ
て
い
ま
す
。

趣
味
は
カ
ラ
オ
ケ
と
お
判
攻
。
ス

キ
ー
や
テ
ニ
ス
な
ど
も
や
り
ま
す
が
、

今
午
は
ミ
ス
の
ご
ほ
う
び
に
い
た
だ

い
た
ハ
ワ
イ
旅
行
に
出
か
け
る
の
を

栄
し
み
に
し
て

い
ま
す
。

山市h
断
は
ま
だ
ま
だ
先
の
話
。
理
想

の
タ
イ
プ
は
、
い

っ
し
ょ
に
い
て
策

し
い
人
で
す
ね
。

広
報
係
で
は
「
ふ
れ
愛
こ

う
さ
点
L

の
告
コ
ー
ナ
ー
に

・

出
て
い
た
だ
け
る
人
や
グ
ル

ー
ブ
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
一

「
出
て
み
た
い
」
「
出
し
て

あ
げ
た
い
」
人
が
お
ら
れ
れ

ば
、
広
報
係
（
宮
役
場
内
線

2
0
4）
へ
ご
一
報
を
。

こ
の
ん
H
A
の

-
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何
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な
る
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緩

白
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エミーさんと滋んたよ（2§官官保育所）

I 丁
〈ん

「
違
う
よ
／
今
、
暑
い
か
ら
涼

し
い
ね
え
っ
て
ゆ
っ
と
る
ん
や

vAF」

｛拳

い
互
の
午
後
、

一
瞬
涼
し
く
は

~ 
せ呼
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S
〈ん

「
え
生
、

η
プ
ト
O
A
の
幼
虫
、

久
き
く
な
っ
た
ら
何
に
な
る
か

知

っ
と
る
マ
」

保
母
「
え
っ
・（
と
ぼ
け
て
）
と
ん
ぼ

に
な
る
の
か
な
っ
・

へ
び
に
な

る
の
か
な
ク」

S
〈
ん
『
僕
の
お
父
手
ん
、

に
は
る
つ

τ君
う
と
っ
た
よ
」

保
母

「
ほ
ん
と
？
」

S
ん
ん「
ぼ
く
ね
、
ク
ワ
w
h
F
に
な
る

と
忠
と
っ
た
が
．
ぉ
父
宝
、
ん
ね
、

勉
強
し
て
品
川
プ
卜
虫
に
な
る
っ

て
知
っ
と
っ
た
が
」

保
母
「
：
：
：
ワ
・
」

カ
プ
卜
虫

〔
葉
っ
ぱ
の
お
話
】
（

2
歳

市

ん
）

っ
た

か
わ
い
い
お
枯
で
し
た
）

〔
学
授
は
大
変
？
〕
（

5
般
党｝

（
風
が
吹
い
て
木
の
葉
が
ゆ
れ
て
い

る
の
を
え
な
が
、勺）

Y
〈
ん
『
あ
っ
、

案
っ
ぱ
が
寒
い
策
、ぃ

S
〈ん「、
つ
ら
の
え
ら
や
ん
、
保
育
所

の
方
が
い
い
っ
て
君、
っ
と
っ
た

よ
．
テ
絞
っ
て
保
み
少
な
い
し
、

居
店
内
り
も
あ
る
し
、
勉
強
ば
っ

か
り
せ
ん
は
ん
と
こ
や
っ
て
」

附
く
ん
「
フ
l
ン
。
で
も
僕
、
営
校
や

っ
て
遊
べ
る
と
忠
う
よ
。
O
点

だ
け
と
ら
ん
よ
う
に
遊
ぶ
が
よ
．

ね
え
、
先
生
」

保
母
「
え

l
、
う
ん
、
そ
う
だ
ね
」

（
附
く
ん
の

お
お
ら
か
与
に

つ
い
、

う
な
ず
い
て
し
三
い
ま
し
た
J

広
報
ク
イ
ズ
⑮

（問

題

）

①
ご
み
袋
桁
定
制
と
資
源
ご
み
削
収

の
実
施
予
定
は
来
年
の
い
つ
か
ら
？

＠
1
H
⑮
4
川

。

9
川

②
第
U
M
4
1
同
ビ
l
チ
ボ

l
ル
競
技

大
会
の
参
加
チ
ー
ム
は
？

＠
2
1
4

⑮
3
1
4

。35
0

③
今
年
版
の
「
米
対
」
を
迎
え
ら
れ

る
の
は
何
人
？

＠
U
人

⑮

引

人

。

旧

人

（
応
募
方
法
〕

合
は
が
き
に
符
え
の
必
り
、
住
所
、

氏
名
、
年
齢
を
品
川
い
て
刊
灯
H

H
（当

日
消
印
有
効
）
ま
で
役
場
総
務
沫
秘

品
川
広
報
係
（
干
蜘
l
mw利
口
町
道．
卜

1
1
3
3
）
へ
送
っ
て
く
だ
さ
い
。

抽
選
で
3
人
に
附
舎
券
を
プ
レ
ゼ
ン

ト
し
ま
す
。

山
刑
判
の
当
選
お
は
脈
々
h

某
子
さ
ん
、
木
前
日
舞
芯
路
小
れ
近
さ
ん
、

フ
l
太
さ
ん
に
決
ま
り
ま
し
た
。

第II回目を迎えた全国ピーチ

ボール競技大会も350チーム、
2,093名の選手の皆さんの参加を
えて、無事終えることができま

した。今大会のために来町され

たち々から多くのありがた口言

葉をりただきましたが、これも

関係各位、職員の協力のたまも

の。あらためて感謝申し上11た

りと思ります。

40周年記念事業とじて10月に

（~、 ふるさとみらり21 ・ 朝日、

宿場時代絵巻をはじめ、郷土芸

能文化祭、民俗資料展、講演会

などを予定してります。多くの

皆さんに参加してりただき、楽

しみながら今一輩、も告たちの

住んてりる町を見つめ直じて日

ただければ寄りです。

ととるて、 40周年を記念して

先月開催した、リソドパーグM

のコンサート。約2,000人の大観

衆のほとんどが2時間半の簡‘
立ちっぱなし…。会場となった

サソリーナには、若日エネルギ

ーがみなぎってりました。惑動

の余韻を楽しみながら帰路につ

く若者たちを見ながら、今後と

も直接、芸能文化に触れてりた

だけるような機会をつくってり

きたりと感じました。

今日はr敬老の臼」。高齢者自

身の支え合りを通じ、地域社会

の担日手を目指じてりる老人ク

ラブもあるとのこと。皆さんの

ますますのご健康、ご活躍を祈

念するとともに、精一杯の町、援

をしたりと思っております。

(9月15BeG)

っ
て
ゆ

っ
と
る
よ
」

係 6 ． か． 

・2・



朝

日
郷
え

10月30日（日）

13:00開演

朝日町文化体育センター

サンリーナ

施行40周年記念

・3

朝日町町制

NH K健康フ

朝日町民健康のつどい
ェア

回T

必
τ~ 

11月20日（日）

朝日町文化体育センター「サンリーナ」

能
文
化
等ミ

圃

園

－
藤
塚
獅
子
舞

・
田
植
え
祝

い
唄
・
辻
岩
崎
米
吊
り

－
草
野
獅
子
舞

・
町
南
保
獅

子
舞

NH  K番組「健康スペシャル」収録

－名医からのメッセージ
（慶応大学医学部猿田享男教授）

き

ろ

uイベン卜

あ
さ
ひ
総
合
病
院
内
科

高

橋

達

治

医
師

医療の現場から

巳』と

己主と

ふ＿....，，...，.，ぞ－：ナーーー・

鳴’・健康エッセイ

・さわやかシェイプアップ
（大東文化大学馬渡照代助教授）

（城戸崎愛）

「あ

－
か
ね
べ
り
唄

・
諏
訪
神
社

獅
子
舞

・
平
柳
獅
子
舞

－
東
草
野
獅
子
舞

・
殿
様
節

・
境
獅
子
舞

・
朝
日
中
学
校

ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
部

さか良俗資料展」

も開催

・ ，，1 ,j~軟式肝球大会 1 H（お8・30～

（文化体脊センターグランド）

向立川女ノ〈スケ y トボールJ-：.会 2II (11)・

Hi LI (Hl9: 00～（文化体行センター）

・秋季ゲートボール人岳会 7 11（翁8:30～

Wit浜公｜者｜）
・祈川地I＞（秋季ゲートボール大会 I G 11 (IJ) 

8:30～（文化｛本育センターグラン ド）

・協会長杯ビーチボール大会 171 l(JJ)～20 

II附19:30～（文化体育センタ ー）

・ 第24111 l lllf~体育祭 23 IJ ([1)8: 50～ 

（文化体首センターグランド）

・佼HIJバレーポール大会開幕 2511（刈

19:30～（文化体育センター）

e1;!JJllオーフンテニス選T権 3011 (11) 

s:30～（町民テニスコー ト）

平
成
6
年
度
全
国
高
等
学
校
定
時
制

通
信
制
総
合
体
育
大
会

（
発
1
%点

京
都
）

出
場
者

原
哨
美
那
須
由
美
佐
藤
ゅ
う
子

卜
一
村
典
子

上
村
富
美
（
以
卜
卓
球
）

伊
勢
谷
真
実
村
山
政
子
守

，宮
良

枝

山山
野
あ
す
か
斎
木
妙
千
小
介

選
静
江
鈴
木
利
夫
（
以
卜
悦
卜
）

第
8
回
全
国
小
学
生
男
女
ソ
フ
ト
ボ

ー
ル
大
会

（
%
1
%
滋
口
県
）

出
場

山
崎
ス
ポ
ー

ツ
少
年
同

平
成
6
年
度
全
国
中
学
校
選
抜
体
育

大
会

（
%
i
%
北
海
道
）

出
場
者

川行
作
学
川
端
山
総
長
（
以
上
柔
道
）

平
成
6
年
度
北
信
越
国
体

｛
%
1
%

．わ
川
県）

出
場
者

安
庄
が
樹
（
柔
道
少
年
m
N
f
）
、
水
け

忠
則
、
駄
山
秀
樹
（
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

成
年
男
子
2
部
）
、
篠
旧
彰
信
（
バ
ス

ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
成
年
凶
N
f
）
、
同
谷
防

｛
（
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
少
年
久
子
）

上
九
忠
子
（
巾
球
成
年

k

f
2
・m）

第
灯
田
県
民
体
育
大
会
国
体
予
選
会

（
%
県
総
合
運
動
公
凶
賊
卜
競
技
場
）

V
一
部
男
子

・
少

年

A

1

5

0

0

M
l
位
石
橋
成
徳

・
少
午
B

棚
M
l
位
大
佐
康
夫
3
0
0
0
M

2
似
斤
武
彦
棚
M
H
I
代
広
山
バ

人

V

－
部
’k
f

・
少
年
A

制

M
2
似
し
し
介
和
夫
川
慌
投
2
杭
ト八

第
M
回
北
信
越
一
般
男
女
新
人
ソ
フ

ト
ボ
ー
ル
大
会
県
予
選
（
省
大
山
町
）

俊
勝
エ
ク
ス
プ
レ
ス

夜
間
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
（
M
1
%
）

V
1
部
I
佐
山
崎
丘
支
部
2
佐

東
草
野
A

V
2

部

1

仇

月
山

2
住
金
山
球
友
会

高
桜
杯
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
（
%
1
%
）

1
位
山
川
町
8
2
位
桜
町

位置

チーム編成

第5回JA朝日町中央青年部

ビーチボール大会
1 l月6II（日）

朝HlllJ文化体育セン

ター「サンリーナJ

・ ~.?n 新米コシヒカ 1）と宇

（齢におにぎリ、卜）
ンif・をプレゼント

※大会要項は101120rtから文
化｛本育センターで配布しま

す。

※ニのほかにも各位イベントが峨りだくさんe 多数の皆さんのご米場を

お持ちしていますc 問介せは役場fU（~架（官邸蜘1100 内線l13）へ。

川川氏
の
汗
さ
ん
か
ら
火
叶
附
し
て
い

た
だ
い
た
口
市
な
文
化
泣
い
此
で
あ
る

民
U
ハ
を
嵐
示
。
制
H
町
の
膝
火
と
文

化、

風
俗
の
変
遜
を
広
く
桁
介
い
た

し
ま
す
。

期
間

同
月
初
日
附
か
ら
初
日
嗣
ま

で

会
場

明
日
町
文
化
体
育
セ
ン
タ
ー

10月のスポーツ

SPD開if~

． 

• jl:Jj日

・場所

「
サ
ン
リ
l
ナ
」

朝
日
町
町
制
施
行

犯
周
年
記
念
講
演
会

。講師 畑 正窓氏 色

。日時 10月30日（日） ＋ツ
: ：；：： ：；~ ~：： ~~ i,' ~ 

。場所あさひコミ ュニティホー に＝
アゼリア 語’

~ ※ i）品者多数デ）~品介、立的，となるニと
があ i）ます ごf’主総います．

削

M
H
2

白
川
有
紀
｛

・
少
年
B

伏
折
（
〈
H

が
作

と
や
ま
ナ
イ
タ
ー
陸
上
競
技
大
会
（
%

山
時
十
競
技
場
）

V
男
子
の
部
5
0
0
O
M
（
刊
ぷ
）

1
位
西
同
重
和

走
幅
跳
2
位
旧
畑

力
也

V
女
子
の
部
砲
丸
投
1
代

人
h
M
6
紀

f

第
灯
回
富
山
県
民
体
育
大
会

（
%
小

矢
部
開
卜
競
技
場
）

v
・
一部
，
般
の
部

・
引

f

5

0

0
O
M
（
刊
歳
以
上
）
1
代
阿
凹
民

和

・
女
子

3
0
0
0
M
（
フ
リ

｜
）
2
位
藤
附
英
子

第
苅
回
北
陸
陸
上
競
技
選
手
権
大
会

（
%
令
沢
市
）

ル
弘

f
山
山
九
投
3
代
大
向
ト
付
記

f

少
女
ビ
ー
チ
ボ
l
ル
大
会

（%）

V
小
中
町
の
白川

l

杭

川

山
rU

2

机
川
よ
い
灸

V
中
山
下
旬
の
部

l
伏木・

町
児
品
川
ク
ラ
ブ

2
位
地
A

第
3
回
N
T
T
富
山
支
店
長
、
自
公

会
朝
日
分
会
長
杯
争
奪
ゲ
ー
ト
ポ
ー

ル
大
会

（
%
判

n町
海
浜
公
凶
）

－
位
泊
2
．
K
A

2

住

山

崎

A

職尿病と血管障害
今月は、 一般的主病気てある

糧援病につりてお話をします。

皆さんも鍵壊診断て尿の検査

をされてりると思りますが、尿

糖（ー）てあっても糖尿病てなり

とは限りません。糖尿病（;t‘原
糖てなく血糖値によって診断を

つけます。現在、日本ては560万

人が糖尿病患者であると推定さ

れてりますが、その3分の 1の
160万人じか治療を受けてりま

せん。櫨尿病て怖けのは合併症

の出現てす。ぞれは主！こ、血管

障害に基づりて発生してきま

す。糖尿病の血管障害は大きく

2つに分けると①細小曲管症②
大血管症があり、前者にはさら

に①網膜症②腎症③神経症があ

ります。それらは、りわゆる糧

尿病の3大合併症と呼iまれてり
るものです。後者には脳卒中、

心筋議益、手足のi益金、議場な

どの病気があります。欧米ては

糖尿病患者に足の壊壇、潰蕩の

合併者が多く、アメリカては国

立の足治療センターがある程で

す。近年、日本ても同犠の患者

が増えてります。食生活の欧米

化が進む中、更に増加してりく

ことでしょう。ことに壊痘患者

では短命になることが多く、経

過はよくありません。

轄尿病は、症状に気がつり左

ときには進行してりる場合が多

りのて、受診を渋ってりる方は、

お気軽にこ相談くださり。

掴阻’
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震
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ボランティアの集い
＆朝日町社会福祉大会
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社会福祉
協議会だより

il 
＼~J 

H
ご
ろ
か
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

を
し
て
お
ら
れ
る
符
さ
ん
の
活

動
発
表
や
、
出
芸
な
ど
の
発
表

会
を
聞
き
ま
す
。

日
時

凶
月

3
日
間
午
後
l
時

初
分
か
ら
4
時
ま
で

場
所

朝
日
町
コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

ホ
l
ル
「
ア
ゼ
リ
ア
」

ー
朝
日
町
社
会
｜
｜
」

－11
1－
ー
福
祉
大
会
し

「
み
ん
な
で
進
め
よ
う

M

倣
の
町
づ
く
り
」
を
テ
l
？
に
、

第
初
凶
朝
日
間
社
会
福
祉
大
会

を
附
催
し
ま
す
。

町
内
の
福
祉
関
係
省
が

↑
堂

に
会
し
、
社
会
一悩
祉
ゆ
業
功
労

省
の
い
い衣
彩
を
行
、
っ
と
と
も
に
、

こ
れ
か
ら
の
社
会
一M
M仙
の
あ
り

方
な
ど
を
話
し
合
い
ま
す
。

ま
た
、
当
日
は
広
島
の
お
ば

あ
ち
ゃ
ん
コ
ー
ラ
ス
グ
ル
ー
プ

「ト
ワ

・
エ
・
モ
ア
」

の
皆
さ

ん
印
心
れ
も
特
別
山
出
。
参
加
お

． 朝日町社会福祉協誠会
は、皆さんと共に地域の

福祉向上を目指す福祉団

体です。

・場所朝日町福祉セン

ター内

包 83-0576

判
口
町
の
職
円
以
を
次
の
と
お

り
募
集
し
ま
す
。

採
用
予
定
人
員

マ
保
健
鮒
－

1

%

マ
薬
削
附
：
1

%

マ

川町
予
脱
出
仁

・

1
%

マ
m川
町

山
本
必
・十九

（川本県公
トし
で
も
吋
）
－

H
h
－｜れ

受
験
資
格

マ
保
健
婦
・：
川
和

時
年

4
川

2
H
以
降
に
州
ま
れ

た
人
で
、
保
健
婦
の
免
訂
を
ト
制

す
る
か
米
年

6
川
ま
で
に
取
得

見
込
み
の
人

マ
薬
剤
師
・：
昭

和
祁
年

4
円

2
H
以
降
に
生
ま

れ
た
人
で
、
薬
剤
師
の
免
許
を

有
す
る
か
来
年

6
月
ま
で
に
取

得
見
込
み
の
人

マ
理
学
療
法

士
：
昭
和
犯
年
4
月

2
臼
以
降

に
生
ま
れ
た
人
で
、
仰
い
治
療
法

圃団司瞳

と
と
も
に
来
し

い
ふ
れ
あ
い
の

ひ
と
と
き
を
持
つ
ζ
と
に
し
て

い
ま
す
。

日
時

同
月
刊
日
附
午
前
9
時

か
ら
江
午
ま
で

場
所

判

H
川
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ホ
l
ル
「
ア
ゼ
リ
ア
」

四
月
1
日
か
ら
全
国
一
斉
に

「
赤
い
羽
恨
」
の
共
同
募
金
運

動
が
開
始
さ
れ
ま
す
。

ニ
の
必
令
一
は
、
さ
ま
ざ
ま
な

社
会
福
祉
本
業
の
推
進
に
大
き

な
役
割
を
来
た
し
て
い
ま
す
。

－
人
で
も
多
く
の
皆
さ
ん
の
心

出
か
い
ご
協
力
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

七
の
免
許
を
布
す
る
か
米
年
6

月
ま
で
に
取
得
丸
込
み
の
人

マ
管
浬
栄
蓑
士
（
栄
護
士
）
：
・

附
利
均
年
4
川

2
H
以
降
に
作い

ま
れ
た
人
で
、
古
川
川
栄
炎
上
（川本

金
上
）

め
免
川
町
川
を
ト付
す
る
か
米

作

T
G
川
ま
で
山
柄
引何
日
比
込
み
の
人

そ
の
他
の
条
件

判
川
町
、
人

汗
町
、
（
十
μ
A

小
川
町
、川
明…
・川
市

九
州
…
沖
市
に
住
所
を
’
利
す
る
人
ま

た
は
凡
込
み
の
人

試
験
の
日
・
場
所

日
川
ト
旬

f
定

・
朝
日
町
役
場

受
付
け
期
間

凶
月

3
H
聞
か

ら
叩
月
初
日
附
ま
で
役
場
総
務

課
で
受
け
付
け
ま
す
。
詳
し
く

は
総
務
球
人
病
係
（
宮
内
線
2

0

7）
へ
お
問
い
介
わ
せ
を
。

※
家
庭
奉
仕
員

応
募
資
格

町
内
に
住
む
山
川
和

お
年
4
川

2
H
以
降
に
作
い
ま
れ

た
’K
刊
で
、
松
川通
内
品
川
市
の
泌

転
が
で
き
、
一
本
が

・
介
必
の
利

ぷ

・
助
パ
の
能
力
を
ト利
す
る
人

応
募
手
続

川
川
初
日
山
川
ま
で

役
場
総
統
ぷ
で
受
け
付
け
ま
す
。

申
込
み
丹
は
総
統
深
人
事
係
に

あ
り
ま
す
。

試
験
の
日
・
場
所

日
川
上
旬

チ
定

・
朝
日
町
役
場

詳
し
く
は
役
場
総
務
課
人
事

係
（
宮
内
線
2
0
7
）
へ
お
問

い
A
n
わ
せ
を
。

ありがとう
あたたかり，ち

も仰自由T側銀行
とく名さんから

13,950円

。平柳西岡年男さんから

亡父竹三さんが＇tifiiお世
話になったお礼として

100,000問

。境水島熊次郎さんから

誕生日献金 50.000問

。宮崎扇谷幸郎さんから

亡父九左衛門さんの供養

として 100.000円

賛
助
会
員
加
入
状
況

た
だ
い
ま
募
集
中
の
町
祉
協
の

貧
助
会
員
に
次
の
方
々
か
ら
加
・
人

巾
し
込
み
が
あ
り
ま
し
た
。

（泊
一
区
）
判
明
川
初
犬
、
双
川

礼
チ
、
訟
林
守
、
氷
見
附
付
、
ポ
勾

淡
、
岩
山
峨
成
次
、
淡
兄
夫
、
小
西

栄

一
、
初
出
文
男
、
横
尾
正
義
、

波
川
悦
郎
、
下
山
勝
弘
、
t
M仙
等
、

ト
入
計
卜
造
、
む
谷
．
帥
州
、
水
兄
h
何
回

．
、
ポ
紋
別
、
．
白
川
勝
久
、
向
山
州

汗
一－一
、
株
咋
文
鋭
、
大
村
政
芳
、

折
谷
婆
、
機
山
＝一
容、
｛品
成
尚
子
、

九
忠
好
、

h

同
機
俊
則
、
同
州
内
孝
、

同
巴
以
勝
安
、
小
川
伸
栄

一
、
L
L
内
泌

尿

義
、
大川口
ぃ九
－
；
上
向
悌

一、
松

本
久
栄
、
山
川
ト
八
、
水
H
凡川口惜一子、

氷
見
終
治
、
氷
川丸
山
川
弘
、
永
井
，

「赤い羽根J募金にご協力を

愛ちゃんじ 櫓 くん

。横尾

夫
、
西
村
宰

f
、
制
地
来
、
大
平

・一一一
子
、
水
野

一
夫
、
本
村
千
代

（泊
二
区
）
加
藤
舟
美
チ
、

小
沢

法
、
村

μ
隆
治
、
村
口
ハ
ル
エ
、

山
崎
必
．
、

J
J
崎
川
入
、
中
川
線

、
氷
兄
透
、
（
介
H
克
己
、
谷
川

紀
炎
子
、
小
川
敏
縫
（
五
箇
圧
）

大
れ
き一
郎、

上
問
安
伸
、
山
本
必

市

r、
大
久
保
恭
チ
、
雨
茂
博
子
、

山
口
折
田
機
、
稲
荷
悦
子
、
安
凶
と

み，
f
、
山
火
山
利
肋
、
大
久
保
山
栄
子
、

山
川
繁
之
（
南
保
）
中
山
俊
縦
、

中
山
淑
f
、
佃
文

一
、
佃
陽
子、

仰
文
利
、
簡
由
美
チ
、
中
山
徹
、

中
山
徹
也
、
道
府
ふ
さ
、
道
府
位
、

道
府
利
段
、
道
府
多
昏
チ
、
湯
上

谷
秀

一
、
滋
川
欽
範
、
道
則
勝
油川、

辺
川
み
ね
「
、
治一山川紀
J
s
、
迫
川

匹午
U
U

、
湯
上
山
科
と
み
子
、
…κ洲
除

一
倍
、
江
湖
榔
晴
子
、
江
川
間
宮
枚
、
小

鑑週圃

林
秀
串
午
、
江
川
削
弘
文
、
江
川
問
咲
宮

子
、
佃
進
、
伽
千
賀
子
、
小
林
務

田川
、
小
林
滋
江
、
江
湖
伊
宮
、
江

洲
み
な
、
湯
上
谷
菊
枚
、
湯
上
谷

久

松

（

山
崎
）
中
野
義
問
、

中

野
美
宮
、
常
石
秀
雄
、
常
．
ゐ
岬拍
子
、

中
野
向
附
、
中
野
桂
予
、
中
野
定

由
、
世
巾
石
感
久
、
常
石
治
子
、
七

沢
幸
男
、
七
沢
腿
子
、
九
忠
康
盛
、

九
児
キ
ヨ
枚
、
九
叩
墨
付
、
川
端
勝

正
、
一
川
端
功
正
、
七
沢
ぷ
男
、
七

沢
際
チ
、
河
端
武
司
、
河
端
舟
菜
、

九
星
孫
話
、
七
沢
紋
次
、
七
沢
文

子
、
七
沢
繁
政
、
七
沢
征
子
、

中

野
伝

一
、
中
野
末
子
、
中
野
彰
雄
、

中
好
則
r
寸
、
七
沢
凝
昭
、
ヒ
沢
ア

ッ
，
卜
・
ヘ
じ
以
純
，
、
七
沢
俊
川
、

七
沢
初
校
、

じ
沢
政
時
、
七
沢
川
町

美
、
七
沢
与
、
七
沢
よ
リ
子
、
七

沢
武
盛
、
山
崎
淑
、
中
野
磁
犬
、

砂
め
れ
鋭
臣
、
山
崎
久

一
、
七
沢
武

義
、
品
川
山
七
李
総
、
七
沢
久
店
、
じ

山
肌
光
太
郎
、
じ
以
消

，
、
じ
沢叫刷
、

七
沢
次
イ
、
七
沢
都
、
水
野
正
、

水
野
の
り
1
T
、
寺
内
秀
子
、
鈴
木

除
、
仙
名
久

て

仙
名
百
合
チ
、

仙
名
清
夫
、

仙
名
立
本
．
仙
中
引
き

く
え
、
行
的
昭
夫
、

n
H
品
川
代
、

H
H
h
同
間
作
、
点
H
h
川
女
子‘

H
K
作
b
ド

治
、
H
民
法
明
夫
、
小
坂
広
丸
以

上
陥
名
、

m
n（8
月
9
日
現
在
）

⑦
一
割
金
事
｝
募

豆
一同

随
一共

福
一

共同募金は、昭和22年に

充足した社会事業共同募金

中央委員会が全国税政で募

金運動を展開したことに始

まります。 「赤い羽根」を

シンボルに、社会連帯と相

互扶助の精神に基づいた住

民の自主的活動として発展

してきました。

募金は、福祉団体や背少

年の健全育成、歳末たすけ

あい事業に使われるなど、

社会福千止の推進に大きな役

割lを果たしています。

E番華1号望 求人事臨海 年齢 賃 会 f当，i:11
就業湯所 採用

資免格Zキ経験等
体 自 人数

製 造
ヱ 18才 色 169, 900- 奥 朝日町大家庭 2 不問40才 207. 900 日守兄、第l、2、3ニta珪

2 調 E型 18::t'- 170,000～ 男
朝日明月山

2 不問
35才 250,000 月、隔週休2日制l

3 配管工及び見智 20才 『 194. 000『 男
朝日町道下

3 
普通自動車

40才 280, 000 目、会社指定土曜日 免許

4 土工、とび工 20才』 200.000- 男
朝日町笹川 s 不問

55才 300,000 日

5 縫 製 エ46才 120,000- 女 羽田町桜町 3 不問以下 130,000 日徒、その他（4週6体）

6 J、つスキャテ’ィ 18才 ー 240,000- 女
朝日町槻山

20 
普通自動車

45才 265,000 会社4旨定 免許

7 直己 送 長
20才ー 120.000-

女
羽田町宮崎 普通自動車

60才 150,000 日祝 免許

8 商品検査 18才 『 125,000- 男女
朝日田T姪谷

2 不問
65才 155,000 自主祝

9 
溶l}li切断飽加工 20才～ 200,000』

男女
朝日町＝枚僑

及ひ’サンダがけ 50才 250,000 日干定、その他
3 不問

10 ウ ェ イトレス 18才『 パート 女
朝日町i召像

不問
50才 800』1,000 目、その他

3 

平成 6年 10月介ホット求人情報

催

し

－

パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
教
室

期
間

同
け
か
ら
ヂ
成

7
午

3

ハ
ま
で
の
第
2
－
m
W
4
十
附
け

I
後
1
時
却
分
か
ら

3
時
却
分

ま
で
（
刊
川
コ
ー
ス）

場
所

生
涯
山
下
沼
館

定
員

同
名

受
講
料

無
料
（
た
だ
し
、
明

日
八
、
材
料
費
法
制
人
負
担
）

申
込
み

句
、
減
九
千
刷H
館
（
告
白

“H
2
1
内，

L
A
Y
A
q

〆＼。

ー

観
光
ふ
れ
あ
い
パ
ス
教
室

E

あ
さ
ひ
紅
葉
ま
つ
り

日
時

附
け

n
u山川

コ
ー
ス

役
場
i
ふ
る
さ
と
ぷ

削
船
i
魅
道
峠

l
北
米

i
役
場

対
象

小
山
下
生
以
上
刊
%
（
小

中
山
下
作
に
は
保
護
弘
世
間
作
）

参

加

費

小

学
乍

2
0
0
0問

中
学
作
一
以
上

3
0
0
0
円
（
査

食
の
な
め
こ
汁
、
岩
魚
、
人
館

料
を
合
み
ま
す
）

申
込
み

同
月

5
日
榊
か
ら
尚

，＼・＇草人情 報ー覧表Jbニ哨'!Illャεい ｛商工U光餓カウンターに農示｝
つ〈杓しいニとは、..，.公共事量購安定所妨自骨窓 宮82-0198へ肘問い音杓tt＜だεぃ

軍基
固四国

重量
老
齢
基
礎
年
金
の
繰
り

上
げ
請
求
は
慎
重
に
／

主
締
法
略
化
・
4
引
の
支
給
開
始

年
齢
は
日
必
で
す
が
、
不
明
に

よ
っ
て
は

ω議
以
上
か
ら
日
放

水
渦
の
問
で
む
繰
り
上
げ
て
文

拾
を
受
け
る
』
｝
と
が
で
き
ま
す
。

た
だ
し
、
前
米
す
る
時
に
は

次
の
山
…
に
注
志
し
て
く
だ
さ
い
。

①
年
金
制
は
、
別
表
め
よ
う
に

年
齢
に
よ
っ
て
減
簡
に
な
り
ま

す
。
し
か
ら
、
そ
の
制
は

↑
午．

減
制
さ
れ
た
ま
ま
の
年
令
．を
受

け
る
‘
｝
と
に
な
り
ま
す
。

②
川
刀
打
に
な
っ
て
も
附
芥
ぷ

礎
年
全
は
交
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

平成6年度国民年金額早見表（満額）

60歳 {58°1-l 133.400111 
61歳 (65qol 485.7001’l 
62歳 (72°vl 538. l OOl'J 
631議 <80°ol 597.8001'1 
創設 <S9°ol 665. l OOl'J 
65i汲 (100°0> 74 7.3001'1 
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品
市。
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t
q
 

て
き
州倒

的
犯
役

仙
制
加
は

で
か
て

料
分
い

険
政
つ

保
川
に

加
f
相
即

t
Lオ
F

’ト
令
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W
南

京
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仁
観
光
州
岬
で
完
け
付
け
ま
す
。

定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま

す。－

パ
ソ

コ
ン
講
習
会

臼
時

日
け

9
u
附
、
叩
け
山附
、

日
日
樹
、
凶
日
間
、
四
日

ω、

げ
れ
山
川
、
同
日
制
（
午
後
7
時

加
分
か
ら

9
時
四
分
ま
で
）

会
場

朝
日
中
学
校
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
ー
ル
ー
ム

内
容

初
心
者
向
け
ワ
ー
プ
ロ

一
太
郎
の
恭
礎
）

対
象

．
般
引
火
（
A
K
け
引
を

参
加
で
き
る
人
）

定
員

加
入
（
先
著
順
）

受
講
料

4
0
0川

申
込
み

刊
月

5
U
附
か
ら
教

育
委
u
H
A
4

（官
役
場
内
線
3
0

4
｝
で
受
け
付
け
ま
す
。

お
知
ら
せ

ー

自
治
大
臣
へ
の
提
案

E
フ
ァ
ッ
ク
ス
を
設
置

自
治
省
で
は
、
広
く
川
氏
の

特
さ
ん
か
ら
、
地
－
M
公
共
川
体

や
地
方
自
治
に
閲
す
る
制
度
を

は
じ
め
、
地
十
刀
税
、

地
点
財
政
、

選
争
制
度
、
ふ
る
さ
と
づ
く
リ

に
向
け
た
地
域
活
性
化
な
ど
、

地
ぶ
行
政
に
対
す
る
自
治
大
阪

へ
の
附
旬
、
一け
を
い
た
だ
く
た
め
、

「
自
治
大
民
へ
の
提
案
フ
ア

y

＊ 

来年4月1日から

ごみ袋指定制
& 

資源ごみ回収実施

ク
ス
」

｜
ふ
る
さ
と
フ
ア
ソ
ク

ス
ー
を
放
流
し
ま
し
た
。
皆
さ

ん
の
仙
紙
的
な
仰
向
J
u
を
お
願
い

し
ま
す
。

フ
ァ
ッ
ク
ス
番
号

0
3
1
3

C
J
0
0
1
A
H

”に
υ
nヨ
0
0
弓

t

受
付
け
時
間

午
前
9
時
か
ら

午
後
6
時
ま
で
（
上
、
口
、
位
取

り
を
除
く
）
。
フ
ア

γ
ク
ス
に
は
、

で
き
れ
ば
住
所
、
氏
%
、
泣
げ
中
川

4
宮
す
を
記
入
く
だ
さ
い
。

閉
会
せ
先

れ
治
大
山

1
1初
出

報
車
広
鰍
係
（

8
0
3
H
3
5

9
1
H
0
2
7
9） 

－

道
路
交
通
セ
ン
サ
ス

必
路
交
泌
セ
ン
サ
ス
は

「快

迎
な
道
づ
く
リ
の
た
め
の
調
校
」

と
し
て
、
全
国
の
都
迫
府
県
道

以
上
を
対
象
に
附
和

3
年
か
ら

3
1
5年
ご
と
に
行
わ
れ
て
い

ま
す
。
今
年
度
は
そ
の
実
施
年
。

次
の
凋
代
に
符
さ
ん
の
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

。
一

般
炎
一
店
法
凋
食
｛
秋
季

・

感動の贈り物

c;~；苦手口

女優

小林千登勢氏
演題

一家庭生活を語る一
泊すりあうも嫁・始

・日筒／11月5白出
13: 15～15:00 

・場所／朝日間中央

農協会館
(Aコープ2F)

入場無料 多数のご来場をお待ちしてい拭

第百四
北
親
文
化
講
演
会

冬
季
の
平
U
及
び
日
開
日
の
各

I
H
、
道
路
状
況
ゃ
ん
父
泌
民
、

向
川
山
中
の
旅
行
述
肢
を
調
作
し

ま
す
）

。
向
品
川
市
中
起
終
点
制
川
伐
（
秋
季

の
千
日
以
び
け
附
け
の
れ
l
H
．

道
路
脇
で
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
、

家
嵯
必
川
で
の
ア
ン
ケ
ー
ト
に

よ
り
、
自
動
車
の
巡
訂
状
況
を

調
行
し
ま
す
）

閉
会
せ
先

徳
川
内
叫
行
山
山
・
し
が

邸
位
制
所
訓
交
第
・
・
諜
（
宮
0
7

6
4
H
M
H
1
7
0
1
）

・
肖

山
川
上
本
部
道
路
ぷ

（
2
0
7

6
4
H
汎
H
4
1
1
1）

－

危
険
物
取
扱
者
試
験

試
験
の
種
類

申
純
・乙
椅
（
第

オーケストラアンサンブル金沢

とその仲間たちによる室内楽

・日時 11月19日出午後7時開演

・出演者 フルート＝上石薦、ダ

二工ル ・ヤニコヴィチ チヱ口

＝ルドヴィト・カンタ他ピアノ

・演奏曲目 モーツアルト「魔臨」

フルート、チェロ名曲小晶集

・入場料 3.500円 10月15日出
よりふるさと美術館で前売開始

・問合せ

町
内
会
ご
と
の

説
明
会
を
開
催

平
成

7
年

4
月
1
H
か
ら
新

川
広
域
閣
内
の

2
市

3
川
で
は

．
斉
に
H

ご
み
袋
指
定
制
ん
と

勿
資
源
ご
み
川
似
h

の
実
施
を

f
定
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
に
よ
っ
て
、
祈
川
出
域

間
指
定
の
袋
以
外
で
は
ご
み
が

山
せ
な
く
な
る
ほ
か
、
よ
れ
ま

で
の

「
吋
燃
ご
み
」
と
「
不
燃

ご
み
」
の

2
分
別
に
加
え
、
資

泌
ご
み
川
集
の
た
め
新
た
に
ス

チ
ー
ル
加
と
空
き
ぴ
ん
（
4
色）

を
分
け
て
山
し
て
い
た
だ
く
こ

と
が
必
裂
に
な
り
ま
す
。

町
で
は
9
M
7
け
か
ら
、
町

内
会
単
位
で
の
説
明
会
を
ス
タ

ー
ト
さ
せ
て
い
ま
す
が
、
今
後

と
も
随
時
、
住
民
の
皆
さ
ん
に

ご
町
併
、
ご
協
力
を
お
胤
い
し

て
い
く
よ
と
に
し
て
い
ま
す
。

側）朝日町文化体首振興

輿社（fi82-1294）へ。

－

障
害
者
の
皆
さ
ん
へ

＊ 

※障害者有料道路割引制度

叩川lHから街料道路割

引を受けられる防省朽の範

凶が①全ての身防長子帳を

持つ人がれら泌似する場AH

②身防行手帳または縦山口子

似のm－日開附刀打を来せて
介泌恥れが泌いねする場合と拡

充されました。

①か②に訪中ーする人で訓

引ぷのい父什を昂朝される場

〈Hは、手帳、印鑑、点検却、

免許一川町社（介護省巡似の州場AH

は不要）を持参のうえ、役

場住民課悩祉係（宮内線1

16）へ申消してください。

※盲人ガイドへルパ｜派遣

五一度の筏党陣中山者のため

に町人ガイドへルパーを派

生活必需昂価格
9月分（毎月LO日規制服） 地~｝1
,c鱒，' 手：
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n正 i長l 、'21<t L:l + 17 ( 11' I主lb (, IOOg > 

惣 ：~イJI闘 tjl・J 193 + 10 + 30 
量T ｛品Iサイズ ） 

'Ii. ね 』 、智
253 + 23 （＇／~ jJ!i .~！. l kg) 

食 Ii it 、、 し よ
（答J埠，＇；｝， Ikg) 285 + 13 + 1-1 

キ セ－ ，、ζ ソ

’B (i!,<j盈品 lkg) 186 + 63 ー 116 ・..

j、 宅長
366 - 41 - 27 (>/JjJ]j,'.,', I kg) 

出

題

十

段

武
宮
正
樹

出

題

九

段

北

村

昌

男

一答
一

線
先
生
害
・
7
手
ま
で

一線
一
・
ヒン
ト
e

じ
れ
を
ど
－
三
市
中
ヲ
か
・
h
f

圏一－

・
ヒ
ン
ト

：
ま
ず
問
を
側
め
て
・
一将
一

日
に
幽
時
間
が
み
リ
ま
す
。

亡一
医

3
分
で
2
級
、

よ
以
内
で

匿

問
分
で
2
級
、
4
分
で
二
段
。

し
一

有
段
者

持

駒

な

し

指
一

四

五

六

七

八

九

回一を一段
一斗

育一

巳
時川副肝

－額l第6類）・丙種

試験実施日日灯uu附
試験会場…u岡山〕業古川校、

魚津工業高校ほか

願書の受付け期間同け3

日開から日日附まで

※詳しいことについては消

防将（Emt0009）へ

問い介わせを。

町の工事発注状況（町内以ト） F五百
ーこのコーナーは町が入札を行ったものをぬ載していますー

<H6.8. l-8.31> 

ヱ 4> 名 t品｝’庁 完予成定 令2凸 品 '.fi 名ー ~II ‘’·，~ 

文教ゾーン綴備，，，~ 6年 Pl ~t~盈1宣投ム イh jtlli 
公｜剥I：本（！照明） T4~ 

市首~jJ! 12月 33.784,000 業株式会社 ti'／慨深

m1i 
6年 11 .845.000 徐式会事t.in逮 教 'ft

さみさと小学校グランド，.lit備 1A• 10月 1li:機工業所 委 ~l会

m1呆 6年 41 .715.000 
話仕組・嘗iB暗主工 竜也 台

さみさ と小学校グランド造成仁本 10月 .Ill事免同企業体 安H会

泣
し
て
い
ま
す
。
申
込
み

・
問

合
せ
は
川
町
視
覚
障
官
者
協
会
（
宮

0
7
6
4
H
お
H
6
7
6
1）

ま
た
は
役
場
住
民
課
偏
祉
係
（
宮

内
線

1
1
6）
へ
。

－

火
災
予
防
条
例
改
正
に

．
定
紋
以
上
の
ガ
ソ
リ
ン
や

灯
仙
そ
の
他
燃
え
や
す
い
物
の

安
全
な
貯
川
崎
や
取
り
微
い
に
つ

い
て
は
、
町
条
例
で
肌
忘
さ
れ

て
お
り
、
こ
れ
に
造
反
し
た
場

介
、
制
令
が
利
せ
ら
れ
る
こ
と

が
あ
け
ま
す
。

今
回
の
条
例
改
止
に
よ
り
、

日
月
I
H
か
ら
制
令
の
．紛
が
引

き
上
げ
ら
れ
ま
す
。

詳
し
く
は
消
防
署
（
宮
幻
H

0
0
0
9）
へ
問
い
合
わ
せ
を
。

lOJヲ1白から

最低賃金改正

日額 4,631円

時間額 579円

詳しくは、魚沼

労働基準箆督箸

（合22-0579）へ。

本
箱

朝
日
町
立
中
央
図
書
館

（

g
m
H
0
5
7
4）
 

新
し
い
本

二

般

書
）

白
山
本
か
ら
の
贈
り
物
向
刊
波
孝
梢

宮
沢
賢
治
の
青
春
佐
原
下
川
川
O

L
J

父
よ

ωよ
よ
円
村
英
夫
撰
符

息
チ
よ
娘
よ

吉
村
英
夫
撰
著

瀬
戸
内
の
凶

っ
た
ガ
キ収

山

明

人
選
い
達
人
伝伝
門
ん
み
三

．

江
戸

志
向
只
阪
放

．トー

阿
川
弘
之

併
ょ
う
こ

交
差
点
で
行
蹴
り

（小
説
）

殺
人
パ
ラ
ド

ッ
ク
ス
M
j北
吋
」
i

、
出
川

叫・
9
1
m脚

－

J

Uμ
μ

独
眼
竜
の
一以

上
亦
本
駿
介

召
口市

γ
司
す
何
M

M
M
U
t
’’1

・nド占
’’

吋市・
ψ

ミ
ス
（

k
F）
必

川

次

郎

天

拘

争

乱

吉

村

昭

蝶
た
ち
の
迷
宮

篠
田
秀
↑
躍す

地
獄
の
合
術
師

一階
内
HK

繁
人

四
十
七
人
目
の
浪
士池
宮
彰

一
郎

ロ
シ
ア
紅
茶
の
泌
布
楢
川
有
価

．．．．．． 掴．．． 

二
の
悲
劇

北
天
の
十
字
架

法
月
給
太
郎

三
好
京
二

本
の
紹
介

『く
ん
ぺ
い
童
話
館
物
語
』

東

英

子

氷
山
一
品
作
家

・
心米汁
h
J
r
が
刊
しづ

の
行
さ
で
旅
立
っ
て
か
・
り
8
年。

a
」
犬
の
造
本
を
継
い
だ
省
話
が

・八
γ
岳
山
総
に
建
て
た
・益
活
館

J
U
今
年
で
五
年
同
を
む
か
え
た
。

地
え
の
人
々
や
米
館
者
と
の
交

流
な
ど
、

「選
話
館
」
の
咋
H
・

今
日

・
明
円
を
描
い
た
、
心
あ

た
た
ま
る
エ
ッ
セ
イ
。

。
ご
寄
贈
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た

「
日
小
的
典
」
他
九
附

判

u
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ

一

2 

と角

ゆ

ミ十

主催 * 苓1句 f己... 

3 4 5 6 
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愛
の
献
血

しのアル・パム

ご
協
力

あ
リ
が
と
う
ご
ヴ
い
ま
し
た
。

協
力
搾
れ
（
8
月
実
施
分
、

A
M

印
は
伽
川
、
※
印
は
成
分
、

そ
の
他
は
捌
Jm
献
胤
打
）

宮
崎
地
区
会
加
帳
郎
附

笹
川

地
区

竹
内
庁
夫

泊
地
区
A
M

M
波
rk

k
仙、

会
魚
住
万
川
、
A
H

同
町
川
、
会
一州斤

m－／～、
公
下

沢
久
直
．
A
M

竹
中
広
よ
、
会
出

川
ゅ
う

f
、
古
川刷
l
一介
点
、

※

千
肝
消
点峰
、
阿
部
宏
之
、
れ
川

千
穂、

大
村
城、

末
L
L
巾

叫

般

住

M
f、
級
以
以
来
、
川
r
M
，作

f
、中小
れ川
政

f
、
刑制
肝
め
ぐ
み
、

五
箇
圧
地
区
占H
尾
山
ギ
弘
、

A
H

一ほレ小
川
万
、
占H
h
r

川
げ
川
上
犬
、

懐‘か
会
広
川
晃
彦
、
※
長
能
微
犬
、

※
恨
建
必
成
、
※
山
川
成
人
、

※
怯
A
M
秀
ト
火
、
れ
八
川
凶
m
f、
JM

仰
と
し
え
、
日
廿
け
V
H
U
川

水

ト

と
み

f

南
保
地
区
A
H

勝
以
い

休、

会
一作
H
知一託、

ムM
h

小h
川
和

広山崎地区AHみ川%川、

AH久状いwm；AH小野美中将

f、AH＃柿川川別代仙川、※仙ヤh判
M．秋山附五、小に述忠、市

川以九「、れ峰山村紀f、川明．

山作「大家庄地区AH沢ルぷ

10月の各種相談
。時間 ロ 会場

朝日町ボランティアの集い

3日 。 13:30～16:00 ロ アゼリアホール

（月） 裁判所出張調停相談

Q9:00-16：。。 白 川州：センター

4日 心配ごと相談

<*> 0 13:00～16:00 ロ h川止七 ンター

11日 心配ごと相談 ・家庭児童相談

（火） 。 13:00-16:00 ロ 附 II：セン ター

12日 社会保険出張相談

｛水） 。 10:00-15:00 ロ位場会ぷ市

17日 裁判所出張調停 相談

｛月） 。9:00～16:00 ロ l';.iM：センタ ー

巡回無料法律相談（弁護士）

18日 心配ごと相談 ・行政相談

（火） 人権相談 ・税務相談

。13 : 00 ～ 1 6 : 00 ロ~，.，.，t11：センタ ー

19日 朝日町社会福祉大会

｛水） 。 9:00～12:00 ロ アゼリアホール

，心酒Eご と本自言炎

25日 。 1a:oo～)6:00 白 台H1I：センタ ー

（火） 交通事故相殺所巡回相政

。 10:00-1s:oo ロ ：！.＼恥
自

26日 社会保険出張相談

（水） 。 10:00-1:>:00 ロ 位以会掛前

保
健
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

閥
、
自
分
の
自
由
な
時
聞
が
持

て
な
い
な
ど
、
あ
る
程
度
育
児

に
制
約
さ
れ
た
リ
す
る
の
は
冷

然
と
分
か
っ
て
い
て
も
つ
ら
い

む
の
で
す
。
ま
た
、
初
め
て
の

了
占
け
て
の
場
合
は
、
分
か
ら
な

い
こ
と
や
心
配
な
ζ

と
な
ど
、

戸
惑
う
、
』
と
も
た
く
さ
ん
あ
る

ζ
と
で
し
ょ
う
。

川川
近
、
判
H
川
J
U
紘
家
紋
化

や
山
川
小
山
下
の
減
少
な
ど
で
、
近

く
に
相
談
制
下
が
い
な
い
と
か

「
ど
む
の
遊
び
州

F
が
少
な
い

な
ど
、
子
山
川
て
を
山川
リ
谷
く
現

段
が
徐
々
に
劣
化
し
て
き
で
い

安め

達三
保万a
健紀さ
婦子二

h
p
 

b
t町、ー

。
仇
νd
v
 子

育
て
を
楽
し
く

子
山
川
て
山
八
つ
品
小
の
品
nさ
ん
、

「
行
て
は
殺
し
い
で
す
か
。
叫叫

が
ιs
が
け
ご
と
に
成
長
し
て
い

く
遂
を
見
る
の
は
、
本
中
t
に
う

れ
し
い
む
の
で
す
ね
。
そ
の
以

r板屋根のふき嘗え』

板ふきに石をのせた

屋捜のふき首えである。

昭羽20年代まではまだ
相当残っていたが、次

第に瓦屋根へとかわっ

ていった。

災，

r、
A
H
作
礼
申
H

．
・八、

A
M

ル化斤

附
崎
、

人H
必
川
船

f
、
A
H

卜れ介

陥

f
‘
※
川
ト
英
樹
、
※
桜
川

成
行
、
小
川
み
は
る
、
鍛
治
正

f
・
刊
早
川
A
q
k
u
夫
（
以
上
回
ヤ
h

）

密
航
者
の
発
見
に
ご
協
力
を
／

…
け
川
山
的
は
、
船
を
R
H
け
や
す

い
小
川
山
が
以
山
あ
る
・

τ－
か
ら
、

市
航
行
に
剣
わ
れ
て
い
ま
す
。

近
年
、
山
保
ぎ
を

H
的
と
し

て
ア
ジ
ア
品
川
か
・
り
日
本
に
徐

州
統
人
川
し
て
く
る
が
件
む
多

く
柑
応
化
し
て
い
ま
す
。

－小
官
昨
な
人
や
．小
官
肝
な
船

・
ポ

ー
ト
吟
を
従
兄
し
た
州
場
合
は
、

人
浮
野
山
市
訴
か
近
く
の
火
事
伶

・

駅
伝
刈
，
λ

は
1
1
0
4併
に
よ
る

ご
述
給
を
お
願
い
欽
し
ま
す
。

人
善
野
察
mm
mu
η

0

1
1
0

0
ご
寄
付
を

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

マ
辻
お
崎
の
友
達
慎
訴
さ
ん
か

ら
山
崎
小
学
校
へ
紋
材
備
品
（
却

が
川
州
中
J

ます。保健センターでは4

年前から、112か月明んを

対象に「子脊て教室」を川

lM聞いています。こよで

は、育児の不安を解消し、

子育てが楽しんで出来るよ

うお手伝いしています。な

かでら、川じ月齢め，rを持
つわね川りさん川LLの情報交倹

は大いに役立っているよう

です。

初めて？？になった万や、

2人け・3人けのベテラン

のむ川りさんら、ぜひ参加し

てください．

4~ J粍 r, 月 日 ノ五、ミ、 ま劫
（対象者時） 受付時間

10月5rl（村

胃乳 山崎地区
11'/C'.)8:30-9:30 

段付』h1l人の’ぶ
カfカf 十・お ・写L

んん 。 13:15～14:00 

・検 10月1111（刈
子 診
大家庄地区

円。 g:30～9:30
人・米11で： .~~I私F邑4『

十・む ・写L
一 。 13:15～14:00 

機能訓練 10) J 1811 （刈
｛京；ll:I!センター

（月i込卒中後遺症－ ~う・ ） 。 13:00～13:30

心の健康相談
lOJJ 3 l:l • 1711 

[ f州… l .ずれら｛円｝ ！日台ll保健／；）j
けらします。（霊堂52 1224) 

。 13:00～14:00
痴呆件老人の綱.H受けます．

一
子育て教室

!OJI 19H附l’1：後l～2州 のみらゃん1。 13:30～13:40 保健センター
とおかあさん 減j

3か月児健診 ・脱臼検診 !OJI 2511（火｝ あさひ総介副院
(6苦手7月＇：！：まti※｝ 0 13:00～13:30 終庁長外科

4・5か月兜健診 I 0月18IJ 閃
保健センター

(6年5H~： ま it ※｝ 09:30-10:00 

1歳児健官会 10 JI 4 11 （刈
1米飽センター

(5年8月、9JI ~Eまれ※） Q 13:00～13:30 

3歳 児健診 10)120 IJ（ね
保健センター

(3'l'・6円、7JI 'I：まれ※） 。 13:00-14:00

育児相談 10 J l 1911附
1米総センター

（希盟者 ※） 。 9:30～lI :30 

急性灰白髄炎（ポリオ）
lOH 1311（村 保健センタ ー
。 13: 30 -14 : 30 

21PI飲んでいない人 ※ 

10 ! l I IIから f~JH1~ 
急性灰白髄炎（ポリオ） 10月18rl（必 J.F:a；がかわりました．
(6lf-2η～6年6H’Eまil~詩｝ 。 13: 30 -14 : 30 必ず付fHI~を4年参

三種混合予防接種 !OJI 6 1-1（ね
して 下さt、。

[i'I~ 4f!'Hl-4年山山東！ llJllrI（刈 保健センター
間i悶勿31fil目終fiil年‘l年・r11A.曜 。 13:30-14 :30 

※P.J f-l申長主ト参宮83・3309

画面健康体像教室及ぴ健康相絞（いずれも希望者｝は、 10月の毎週金曜日・午前
911寺30~ーから保健センターで、健穣相絞は毎週火曜日午後 t 時30~ーから老
人指祉センター 10月19臼l主義静集落センターでも行っています．

r写貝で見る竜月臼町のう

つりかわり』より

あ
さ
ひ
総
合
病
院

i

i

：
ー一
－

t
ト
t

従
2
・
3
4
｜
川

U
じ
列
4

休
現時｛ド
A
’り
）
で
す
。

急申
川崎
は
依
削

・
休
け
を
附
わ

ず
以
叫
川

い
つ
で
も
交
付
し

ま
す
。

一

官
邸

’i
2
1
ρ
O
ハU

2害調国時間
午前g時ー午後5時

ft82-0010 
宮82-0791
ft82-1118 
ft82-0120 
ft82-0051 
ft83-2299 

休日救急診療当番医
10月2日日）I ~ 
10月9日（日 ｜橘医院
10月10日間 ｜寺崎医院
」明18日目 l中川医院 ←
10月四日（日）｜松倉医院
10月30日（日）｜ 坂東病院

宝
司

ガソリンスタンド休日当番店
10月 2日（臼） 中央農協 ft83-1135 
10月9日臼） 朝日石油 ft82-0881 
10月10日伺） 大谷石油 古田－0703
10月18日（日） 小川石油 ft83-3033 
10月23日目） 浜岡商店 宮82-0578
10月30日目） 中央農協 合 83-1135

詰
碁
と
詰
将
棋
の
解
答

〈給義正解〉 まず~！.＼ I : ，、不て附I~

阪をl川め．続いて！！.＼3円ツケがf-il1iで．

;.a的（I （·をいたI：！＜ 、て丹’1・~.

〈総将棋正解＞ l . ftp此 ｜荷I~.. I h. 

屯. 2 '・ F .. 2 側~. [n11t. I .段、
31'U. 3 :.ti:.t:で9T-.1.の．
〈解脱〉初Ht./111持てか Ilo.iii;のど
ちらか．I li・＇U..Iii] E. 3 '.l'J11lWM 
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J 'R j白駅にスズ、ムシ 一一

と秋着駅

J

R
泊
駅
に
こ

の
夏
、

ス
ズ
ム

シ
の
凶
切
さ
戸
が
述
リ
ニ
だ
ま
し
、
来

降
骨
骨
ら
に
ひ
と
足
H
十
く
秋
の
到
米
を

止川
げ
ま
し
た
。

昧
な
旅
は
い
か
が
？

ー
グ
ル
メ
旅
マ
ッ
プ
作
製
｜

ン

こ
の
ス
ズ
ム
シ
を
駅
に
附

っ
た
の

は
、
半
柳
の
保
一
品
ト
キ

f
さ
ん
。
向

山℃
で
行
て
た
ス
ズ
ム
シ
の
う
ち
、
約

問
卜
件
を
プ
ラ
ス
チ
γ
ク
の
忠
か
ご

に
入
札
、
改
札
口
に
配
向
。
毎

nの

よ
う
に
キ

ュ
ウ
リ
や
ナ
ス
、
ポ…

rし

を
与
え
る
な
ど
の
怜
話
を
し
て
き
ま

し
た
。「リ

｜
ン、

なだみ

刊

し
み
楽
川町

制

μ
付
制

祭
れ
嶋

一

町
内
の
主
な
飲
食
山
や
旅
航
な
ど

を
紹
介
し
た
「
グ
ル
メ
旅
マ
ッ
プ
」

が
で
き
ま
し
た
。

町
の
観
光
協
会
が
作
っ
た
も
の
で
、

レ
ス
ト
ラ
ン
や
ド
ラ
イ
ブ
イ
ン
、
店

洲
Mm
、
以
前
な
ど
、
川
峠
’
H
慢
の
約
八

十
刺
の
位
指
や
屯
話
番
号
が
わ
か
る

よ
う
に
な

っ
て

い
ま
す
。

サ
イ
ズ
は

A
3版
。－
h
．
下
部
作
製

し
、
民
宿
や
旅
館
、
判

nイ
ン
タ
ー

な
ど
に
抗
き
、
お
い
し
い
制
け
を
ド

R
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

さ
み
さ
と
小
川
一
f
校
の
札
、
六
年
作

行
八
十
九
人
が
八
月
一一
十

一
日
、
横

水
に
あ
る
や
校
川
で
稲
刈
り
を
行
い

ま
し
た
。

五
月
に
自
分
た
ち
の
子
で
前
を
組

、えた
刊
ん
ぽ
に
は
、
モ
チ
米
の
「
と

み
ち
か
ら
」
が
此
令
色
に
成
長
。
児

似
た
ち
は
附
れ
な
い
か
ま
を
使

っ
て

刈
リ
取
り
に
川
を
流
し
ま
し
た
。

収
機
長
は
約
千
六
百
♂
。
十
円
以

昨
に
収
叫
叫
ん
日
を
行
い
、
新
米
の
昧
を

楽
し
む
ニ
と
に
し
て
い
ま
す
。
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リン

り
ー
ン」

と
涼
し
げ

に
背
く
汗
色
に
、
利
凶
作
ば
か
り
か

駅
以
さ
ん
も
う

っ
と
り
。
仏
併
が
い
叫

い
た
今
年
め
夏
で
す
が
、
ど
う
や
ら

泊
駅
に
駄
の
．
需
州
市
が
符
い
た
よ

う
で
す
。

~ 
中だ

カて

進
ダコ

レ：》

h 
て

た
抑制
1I1 ~JPJ 
コお 111 
lレてL

平
成
四
年
九
月
に
起
正
、

フ
倶
楽
部
が
八
川
”
一トt
h
ハ
H
オ
l
ブ

一一 糊山ブ／レフ倶楽部がオープン 一一

ン
し
ま
し
た
。

加
総
俊
州
氏
の
設

。｜行l
I・ IH 
八梨
ホ itli
｜は

ノレ

｛
パ
｜

η
、
6
、
4

7
3
汁
｝

の
本
格
的
林
間
コ

l
ス
が

総
山
ほ
か
な
棚
山
台
地
の
臼
然
の
中
に

広
が

っ
て
い
ま
す
。

こ
の
日
の
竣
て
式
に
は
、

関
係
行

約
一一．
何
人
が
出
席
。
コ
ー
ス
聞
き
で

は
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
の
後
、

山川能…－ル

川
川

l
H礼
’
l
」
川
円
。
E
H
W
L
l
eJ、、

M
引

バ
H
俗
世
リ
ル
H
H

〆p
仙

mw
s
T
I
J

ルh
泰
山W
比

，e
・・“
n
i－－
J

郎
阿
川
知
心
山
本
部
州
が
長
が

f存
ホ

Jレ

の
テ
ィ
ー
グ

ラ
ン
ド
で
始
球
式
を
行

い
ま
し
た
。

イリ
l
e、れ、ド
H

キ』易、

I
H
n

u
ゴ
4
4
4uH
ト
h

JL 
} ~ 

II 
カ、

ら
。
般
九
四
業
を
附
始
。
こ
の
秋
、

山
の
ヤ
に
「
ナ
イ
ス
シ

ョ
ッ
ト
」
の

し
戸
が
こ
だ
よ
ま
す
る
、
」
と
で
し
ょ
う
。

3人U誕生
おめでとうございます
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，aE
E
J

、hEE
1

f-＼＇・川－

曝
・
香
り
と
老
翁
点

ー
姪
谷
で
パ
タ
パ
タ
茶
作
り
｜

今
年
も
八
月
か
ら
九
月
に
か
け
、

紙
谷
地
似
の
人
た
ち
が
パ
タ
パ
タ
本
小

作
り
に
精
を
出
し
ま
し
た
。

日
比
に
摘
ん
だ
策
を
ゆ
で
、
ム
ロ
と

呼
ば
れ
る
箱
の
中
で
発
併
を
繰
り
返

す
こ
と
約

一
か
け
。
九
月
初
め
に
ム

ロ
か
ら
山
し
、
ド
八
日
ド
し
を
rm．ね
て

パ
タ
パ
タ
茶
が
で
き
あ
が
り
ま
し
た
。

今
年
の
お
糸
は
、
抗
以
内
で
来
の
成

育
は
．必
か

っ
た
も
の
の
、
発
僻
が
う

ま
く
い
き
「
昧
、
待
リ
と
む
満
点
に

近
い
川
米
ば
え
」
と
の
よ
と
で
す
。

-

暑
く
渇
い
た

夏

で
し
た

｜
｜

水
不
足
で
緊
急
渇
水
対
策
本
部
を
設
置

｜
｜

全
間
的
に
水
一小
川
必
の
被
害
が
相
次

い
だ
今
年
の
い
H
弘
、
朝
日
川
で
も

一
部

の
地
山
崎
で
川
仰
木
に
よ
る
農
作
物

へ
の

被
－y
u
が
発
作
．
し
ま
し
た
。
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扇谷 JLfr.l~Tr'J (85) 

隊 JI＇みよ（！） 4)

村上妙 （(!12) 

民行義松（(i；~）

守 iti.~r とよ（90)

;j(；川勤（60)

阿 川 竹 竺（95)

永 JI:・降 ( (44) 

追分地 ft:(77) 

川瀬興三！IHGI)

ぶ
小
川
記
は
刊
に
山
沿
い

の
地
域
で
深
刻
と
ら
り
、

棚
山
の
貯
水
a

池
も
八
月
ト

旬
に
は
ご
犯
の
と
お
り
の

状
態
と
な
り
ま
し
た
。

町
で
は
八
月
卜
九
円
に

緊
急
地
収
刈
策
本
却
を
ぷ

山
、
外
地
の
被
～
V
H

状
川
を

取
り
ま
と
め
る

－
M
、
渇

水
’
対
策
の
助
成
J
U
行
う
、」

と
に
し
て
い
ま
す
。

ま
さ
に
ぶ
は
パ
か
ら
の

街
。
み
。

水
不
足
の
怨
し
さ

を
一
納
感
さ
せ
ら
札
た
今
年

め
い
ぷ
で
し
た
。14日以内

7日以内

J11iけ出はお平めに

出 生 届

死 亡 届
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ω 乙〉さあますますお元気で

「 ふるさと美術館づ
名作鑑賞室」

「米寿」の方 を々お祝い

恋
人
た
ち
が
、

と

朔ぷ花び
あえfちひろ.；.;t,.

安達博文－朝日町山崎出身 1952（昭和27年）年生まれ

、 （ガヌシユ紙 El叫作）
50×70i' 

人
U

J
U

は
ば
か
ら
ず
あ

っ
ち

で
も
こ

っ
ち
で
も
抱
き
あ
い
、
あ
つ
い

什
づ
け

を
交
わ
す
。

こ
こ
は
遠
い
イ
タ
リ
ア
の
街
角
。

巾
央
に
立
ち
つ
く
す
紳
士
は
、
安
達
氏
本
人
・：
。

イ
タ
リ
ア
の
必
人
た
ち
に
挑
発
さ
札
た
の
か
、

ず
に
は
ひ
と
に
ぎ
リ
の
化
。

こ
の
作
品
は
、
公
述
氏
が
文
化
庁
派
遣
ぷ
術

・
不
在
外
研
修
員
と
し
て
イ
タ
リ
ア
に
滞
在
中
に
、

テ
ン
ペ
ラ
で
描
く
た
め
の
試
作
品
と
し
て
、
ガ

ソ
シ
ユ
（
不
透
明
水
彩
絵
の
具
）
に
よ

っ
て
捕

か
れ
て
い
る
。
氷
点
ぷ
術
火
山
下
大
山
下
院
（
油
絵

技
法
作
攻
）
に

Lfγ
小、

こ
の
ガ
ア
ン
ュ
の
絵

肌
に
以
た
テ
ン
ペ
ラ
同
を
附
く
よ
う
に
な
る
。

テ
ン
ペ
ラ
幽
と
は
、
卯
で
顔
料
を
使

っ
た
水
溶

性
の
絵
の
具
の
こ
と
で
、

M
1
日
刊
紀
の
イ
タ

リ
ア
で
先
述
し
て
い
た
。

こ
の
ト
ロ
ピ
カ
ル
で
乾
い
た
色
彩
は
、
安
述

氏
の
梢
く
、
ど
ろ
ど
ろ
と
し
た
人
削
の
し
が
ら

み
を
描
く
の
に
品
適
な
素
材
と
与
え
、
取
り
入

れ
て
い
る
。
粗
い
画
布
に
、
有
機
的
な
線
に
よ

っ
て
拙
か
れ
る
デ
フ
ォ
ル
メ
さ
れ
た
人
間
像
を
、

テ
ン
ペ
ラ
校
法
に
よ
る
ヂ
設
り
を
法
制
州
と
し
て

川
か
れ
た
作
品
は
、
新
鮮
な
感
覚
で
別
代
的
で

あ
る
。
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今年度、朝日町て f米寿」を

迎えられた方｛j男性8入、女性

記入の合わせて41入。町ては、

これをお祝りして9月6目、7

Bの両日、魚津町長夫妻らが対

象者の家を一軒ずつ回り、祝tJ

状tb座布団、本人の肖像写真な

どを贈りました。

9月15自の『敬老の日j現在、

満88歳以上のお年寄りは、町全

体て174入。人口の約 1パーセ

ントにあたります。

町の今日を築けてきてくださ

った皆さん、これからもますま

すお元気てお過ごしくださり。

ハ A d、
予『：・￥是彰；zミιh

V
8
月
初
日
、
「
サ
ン
リ

i
ナ」
で
聞

か
れ
た
か
リ
ン
ド
パ

l
グ。

の
コ
ン

サ
ー
ト
に
行

っ
て
き
ま
し
た
。
エ
ネ

ル
ギ
y

シ
ュ
な
ス
テ
ー
ジ
も
さ
る
こ

と
な
が
ら
、
驚
い
た
の
は
本
山
の
打

お
た
ち
の
熱
狂
ぷ
り
。
ス
ピ
ー
カ
ー

か
ら
飛
び
出
す
ト人
音
響
に
圧
倒
さ
れ
、

じ
っ
と
座
っ
た
き
り
の
私
と
は
遣
い
、

附
泌
早
々
一
斉
に
立
ち
上
が
る
や
、

終
る
ま
で
の

2
時
川
余
り
、
ず
っ
と

す．ち

っ
ぱ
な
し
で
ノ
リ
に
ノ
っ
た
状

態
｜
。
み
な
ぎ
る
計
さ
を
見
せ

つ
け

ら
れ
た
思
い
で
帰
っ
て
き
ま
し
た
。

V
と
は
い
え
、
考
、
え
て
み
れ
ば
年
齢

や
ス
タ
イ
ル

の
差
こ
そ
あ
れ
、
町
の

中
に
も
「
れ
さ
」
を
引

っ
た
人
が
い

っ
ぱ

い
。
小
山
年
と
呼
ば
れ
る
人
た

ち
の
は
つ
ら
つ
と
し
た
姿
を
見
る
に

つ
け
、
脊
さ
と
は
決
し
て
年
齢
で
計

る
べ
き
も
の
で
は
な
い
と
い
う
こ
と

を
あ
ら
た
め
て
感
じ
ま
す
。
V
さ
て
、

地引か

っ
た
い川弘
も
終
わ
り
、
い
つ
の
間

に
か
も
う
秋
。
広
報

「あ
さ
ひ
」

で

は
今
月
号
か
ら

「金
婚
カ
ソ
プ
ル
」

の
コ
ー
ナ
ー
を
新
設
。

い
き
い
き
と

し
た
ご
夫
婦
の
半
世
紀
を
制
介
し
て

い
き
ま
す
。

包彊彊)!j1jfj JJJt 4) 9.H見作｛世帯手数 5'188 （ー計17.611（ー17)女 9.394 （ー10)7) 男 8.217 （ー〔町の人口〕


